
県
央
の
新
市
づ
く
り
に仲

間
入
り

昨
年
6
月
'
本
町
が
県
央
地
区
の

合
併
協
議
会
か
ら
脱
退
後
'
他
の
1

市
4
町
で
は
協
議
が
整
い
'
協
定
書

へ
の
調
印
が
済
み
'
県
知
事
へ
の
申

請
も
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
な
中
､
本
町
で
は
住
民

投
票
が
実
施
さ
れ
､
住
民
の
過
半
数

が
　
｢
す
ぐ
に
合
併
｣
　
を
選
択
'
町
長

が
辞
任
､
町
長
選
挙
と
続
き
'
そ
の

動
向
が
見
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
｡

そ
し
て
'
3
月
9
日
の
定
例
議
会

に
お
い
て
'
復
帰
に
つ
い
て
の
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

▲ 1市4町の市町長･議長会議で協議会への
加入を申し入れる山下町長(3月5日)



DT特異と教職異の

町
長
改
選
に
伴
う
役
場
内
の
人
事
異

動
､
町
立
小
･
中
学
校
教
職
員
の
春
の

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
'
お
知

ら
せ
し
ま
す
｡
(
敬
称
略
)

■
役
場
関
係
　
(
)
内
は
元
職
名

【
特
別
職
】

退
任
(
2
月
2
9
日
付
)

池
田
　
芳
信
(
町
長
職
務
代
理
者
助
役
)

町
長
(
3
月
-
日
付
)

山
下
　
勝
紀
(
昨
年
6
月
ま
で
助
役
)

助
役
(
収
入
役
を
兼
掌
'
3
月
9
目
付
)

土
井
　
勝
義
(
昨
年
6
月
ま
で
収
入
役
)

〓
般
職
】

県
央
地
区
一
市
五
町
合
併
協
議
会
へ
派
遣

(
3
月
2
5
目
付
)

富
田
　
和
彰
(
企
画
振
興
課
情
報
政
策
係
長
)

(
※
以
下
4
月
1
日
付
)

竹
田
　
俊
郎
(
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
)

環
境
水
道
課
参
事
兼
環
境
係
長

松
井
　
安
範
(
住
民
課
参
事
兼
保
険
年
金
係
長
)

環
境
水
道
課
水
道
係
長

中
島
　
賢
一
(
環
境
水
道
課
環
境
係
長
)

住
民
課
長
(
兼
)
保
険
年
金
係
長

島
田
　
知
昭
(
住
民
課
長
)

企
画
振
興
課
長
(
兼
)
情
報
政
策
係
長

山
口
　
一
成
(
企
画
振
興
課
長
)

企
画
振
興
課
情
報
政
策
係

松
坂
　
健
吾
(
新
規
採
用
)

議
会
事
務
局
庶
務
係

古
賀
　
丈
晴
(
税
務
課
資
産
税
係
)

税
務
課
資
産
税
係

中
村
　
　
剛
(
福
祉
保
健
課
長
寿
介
護
係
)

総
務
課
行
政
管
理
交
通
係

石
丸
美
和
子
(
新
規
採
用
)

福
祉
保
健
課
長
寿
介
護
係

原
田
　
正
和
(
新
規
採
用
)

■
教
職
員
　
(
)
内
は
転
入
･
転
出
先
等

【
長
里
小
学
校
】

(
転
出
)

教
　
頭
　
林
田
　
栄
治
(
三
城
小
)

教
　
諭
　
岩
崎
　
保
子
(
退
職
)

教
　
諭
　
橋
本
美
保
子
(
湯
江
小
)

養
護
教
諭
　
岩
永
　
栄
子
(
飯
盛
西
小
)

(
転
入
)

教
　
頭
　
藤
林
　
東
容
(
森
山
西
小
)

教
　
諭
　
上
田
美
津
子
(
み
は
る
台
小
)

坂
口
千
恵
子
(
久
賀
小
)

養
護
教
諭
　
西
村
　
光
美
(
高
来
西
小
)

【
小
長
井
小
学
校
】

(
転
出
)

教
　
諭
　
森
　
　
裕
子
(
高
来
西
小
)

〝
　
　
下
釜
　
秀
代
(
富
江
小
)

(
転
入
)

教
　
諭
　
立
川
　
利
幸
(
本
野
小
)

坂
口
由
美
子
(
遠
竹
小
)

【
遠
竹
小
学
校
】

(
転
出
)

教
　
諭
　
演
崎
　
澄
男
(
飯
盛
西
小
)

坂
口
由
美
子
(
小
長
井
小
)

(
転
入
)

教
　
諭
　
西
山
　
康
昭
(
小
野
小
)

〝
　
　
立
川
久
美
子
(
長
田
小
)

【
小
長
井
中
学
校
】

(
転
出
)

校
　
長
　
上
田
　
義
之
(
定
年
退
職
)

教
　
諭
　
松
尾
　
教
則
(
高
来
中
)

〝
　
　
山
口
　
純
子
(
飯
盛
中
)

(
転
入
･
昇
任
)

校
　
長
　
羽
淵
　
信
之
(
教
頭
か
ら
昇
任
)

教
　
頭
　
西
田
　
篤
史
(
長
崎
中
)

教
　
諭
　
坂
口
　
　
剛
(
高
来
中
)

山
下
氏
が
無
投
票
で

町
長
に
就
任

前
古
賀
町
長
の
辞
任
に
伴
う
'
町

長
選
挙
が
'
2
月
出
目
に
告
示
さ
れ
'

新
人
で
前
助
役
の
山
下
勝
紀
氏
(
朗
)

が
立
候
補
､
他
に
届
出
は
無
く
'
無

投
票
で
初
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
｡

新
町
長
は
'
3
月
上
目
の
選
挙
会

で
承
認
さ
れ
初
登
庁
｡
庁
舎
前
で
職

員
に
拍
手
の
出
迎
え
を
受
け
た
後
'

選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が

付
与
さ
れ
ま
し
た
｡

就
任
後
に
は
'
事
務
引
継
や
懸
案

事
項
の
検
討
'
定
例
議
会
の
開
催
準

備
な
ど
'
慌
た
だ
し
く
町
長
の
職
務

に
追
わ
れ
ま
し
た
｡

m2004. 4. 1

▲職員に対し訓示する山下新町長
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▲掲示された候補者ﾎﾟｽﾀｰ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

小
長
井
町
長
　
山
　
下
　
勝
　
紀

新町長､就任

▲職員に出迎えられ初登庁

町
民
の
皆
さ
ま
　
3
月
上
目
に
当

選
証
書
を
受
け
'
町
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
山
下
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
は
'
町
民
皆
さ
ま
の
温
か
い
声
が

大
き
な
輪
と
な
り
無
投
票
で
信
任
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
こ
の
上

な
い
光
栄
で
あ
る
と
共
に
責
務
の
重

大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
｡

こ
れ
か
ら
の
1
年
は
'
明
治
2
2
年

小
長
井
村
が
誕
生
以
来
1
-
5
年
の

歴
史
の
上
に
'
新
た
な
-
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
が

開
か
れ
て
い
く
極
め
て
重
大
な
大
変

革
期
で
あ
り
ま
す
｡

私
は
'
役
場
勤
務
4
1
年
の
経
験
を

生
か
し
'
公
平
･
公
正
を
旨
に
､
住

民
参
加
の
町
政
､
協
調
と
融
和
の
明

る
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま

す
｡地

方
交
付
税
の
削
減
な
ど
国
の
三

位
一
体
の
改
革
が
進
む
中
'
地
方
自

治
体
に
と
っ
て
は
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
'
よ
り

一
層
の
財
政
の
効
率
化
と
経
費
の
節

減
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
｡

市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
､

3
月
9
日
の
定
例
議
会
で
'
既
に
合

併
協
議
会
に
復
帰
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
て
お
り
ま
す
｡
残
さ
れ
た
-
年

足
ら
ず
の
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
､

小
長
井
町
に
と
っ
て
最
善
の
形
で
合

併
が
で
き
ま
す
よ
う
､
各
市
町
と
の

協
議
･
調
整
を
進
め
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
｡

な
お
､
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
'

単
年
度
で
は
大
型
の
事
業
は
到
底
不

可
能
で
あ
り
ま
す
の
で
､
直
面
す
る

課
題
の
解
決
と
し
て
'

①
安
全
で
安
心
で
き
る
住
民
福
祉
の

諸
施
策

②
教
育
･
文
化
･
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
の
振
興

③
緊
急
車
両
の
進
入
で
き
な
い
生
活

道
路
の
改
善

④
専
業
農
家
､
ﾊ
ｳ
ｽ
栽
培
農
家
等

の
育
成
と
安
定
強
化
対
策

⑤
か
き
養
殖
の
水
揚
げ
量
の
増
大
と

特
産
化
支
援

⑥
ｰ
6
年
ｰ
1
月
ま
で
に
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
家
畜
排
継
物
の
管
理
の

適
正
化
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
に
該
当
す
る
畜
産
農
家
へ
の
対

策⑦
規
制
緩
和
に
よ
る
大
型
店
舗
の
進

出
に
よ
る
消
費
者
の
町
外
流
出
に
対

す
る
対
策

⑧
若
者
が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
環

境
整
備

⑨
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
山
茶
花

高
原
ﾋ
ﾟ
ｸ
ﾆ
ｯ
ｸ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｸ
の
観
光
客

の
落
ち
込
み
に
対
す
る
対
策

⑩
平
成
1
4
年
3
月
策
定
の
小
長
井
町

総
合
計
画
の
う
ち
'
実
現
可
能
な
事

業
の
実
施
な
ど
｡
こ
れ
ら
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
｡

町
議
会
､
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
､
町
民

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
ご
多
幸
ご
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
｡

■選挙管理委員長から当選証書を付与
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質疑の多<は､

合併前の

まちづ<りに対して

平
成
ｰ
6
年
第
-
回
定
例
議
会
が
'

3
月
9
日
(
火
)
か
ら
ほ
日
(
木
)
ま
で

の
1
0
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
｡初

日
､
山
下
新
町
長
か
ら
就
任
の

あ
い
さ
つ
'
諸
情
勢
の
報
告
の
後
'

人
事
案
件
の
同
意
1
件
に
よ
り
'
新

助
役
が
同
意
さ
れ
､
県
央
地
区
一
市

四
町
合
併
協
議
会
へ
の
加
入
の
議
案

が
上
程
､
合
併
調
査
特
別
委
員
会
の

後
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
｡

3
日
目
に
'
一
般
質
問
3
件
'
補

正
予
算
に
か
か
る
議
案
7
件
の
上
程

と
可
決
､
当
初
予
算
に
か
か
る
議
案

8
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
｡

最
終
日
の
1
0
日
目
'
当
初
予
算
に

か
か
る
議
案
の
可
決
と
規
約
改
正
の

議
案
1
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

議
案
の
主
な
内
容
は
'
次
の
と
お

り
で
す
｡

静
助
役
の
選
任
に
か
か
る
同
意

･
池
田
芳
信
助
役
の
退
任
に
伴
い
､

土
井
勝
義
氏
　
(
釜
一
)
　
の
選
任
を
同

意
｡

▲助役に選任された
前収入役の土井勝義氏

盟
今
後
の
諸
課
題
へ
の
対
応
は

･
前
町
長
と
の
政
策
の
整
合
性
は
ど

う
か
｡

･
各
地
区
か
ら
の
陳
情
に
対
す
る
今

後
の
見
通
し
は
｡

･
今
後
の
社
会
福
祉
活
動
や
社
会
体

育
活
動
へ
の
方
針
は
｡

歯
合
併
問
題
に
つ
い
て

･
合
併
協
議
会
で
の
今
後
の
協
議
事

項
と
手
続
き
や
日
程
は
｡

･
地
域
自
治
組
織
の
制
度
に
つ
い
て

の
考
え
は
｡

･
こ
の
1
年
'
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
の
か
｡

鷹
合
併
を
前
提
と
し
た
教
育
､
文
化
'

公
共
施
設
へ
の
対
応
策
は

･
各
小
中
学
校
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

施
設
･
設
備
の
改
修
改
善
へ
の
対
応

は
｡

･
小
長
井
小
の
新
校
舎
建
設
の
考
え

は
｡

･
健
康
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
構
想
に
つ
い
て
の

対
応
は
｡

･
福
祉
'
公
共
施
設
の
改
修
改
善
の

必
要
性
と
把
握
は
｡

･
小
長
井
1
1
5
周
年
行
事
開
催
の

','--- "j-H‥､.

【
条
例
(
規
約
)
　
関
係
】

園
県
央
地
区
l
市
四
町
合
併
協
議
会

へ
の
加
入
に
つ
い
て

畳
長
崎
県
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更



当初予算は､

今年も骨格予算

･
組
合
事
務
所
の
名
称
変
更
と
組
織

す
る
組
合
市
町
村
の
変
更
｡

【
平
成
ｰ
5
年
度
補
正
予
算
関
係
】

鰐
l
般
会
計

･
財
政
調
整
積
立
金
や
国
保
会
計
繰

出
金
な
ど
4
'
2
8
3
万
6
千
円
を

追
加
し
'
予
算
総
額
3
 
7
億
1
'
5
5
9

ﾘZ~"ｻI

圏
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

･
診
療
報
酬
給
付
費
3
､
0
3
3
万

5
千
円
を
追
加
し
'
予
算
総
額
9
億

9
'
0
7
-
万
3
千
円
に
｡

盟
介
護
保
険
特
別
会
計

･
認
定
調
査
員
報
酬
な
ど
2
4
3
万

3
千
円
を
減
額
し
'
予
算
総
額
3
億

9
､
0
7
7
万
7
千
円
に
｡

闇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

･
繰
越
明
許
費
限
度
額
2
'
-
0
0

万
円
を
計
上
｡

憩
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

･
繰
越
明
許
費
限
度
額
1
億
4
'
0
0

o
万
円
の
計
上
と
､
事
務
費
な
ど
2

3
5
万
円
を
減
額
し
'
予
算
総
額
7

億
8
､
2
7
-
万
9
千
円
に
｡

薗
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予

質･
工
事
費
の
追
加
､
補
償
費
の
減
額

な
ど
3
0
0
万
円
を
追
加
し
'
予
算

総
額
2
億
6
､
9
2
9
万
4
千
円
に
｡

【
平
成
ｰ

6
年
度
当
初
予
算
関
係
】

帝
l
般
会
計

･
予
算
総
額
3
0
億
4
'
-
3
-
万
4

千
円
｡

髄
国
民
健
康
保
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こ
の
ほ
か
､
第
2
日
目
に
各
常
任

委
員
会
'
第
4
日
目
に
予
算
特
別
委

員
会
'
第
8
日
目
に
各
常
任
委
員
会

と
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡く

わ
し
く
は
､
｢
小
長
井
町
議
会
だ

よ
り
｣
　
ま
た
は
､
小
長
井
町
図
書
館

で
　
｢
小
長
井
町
議
会
議
事
録
｣
　
を
ご

覧
下
さ
い
｡
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^
前
列
中
央
の
左
か
ら
橋
本
君
､
牧
野
君
､
原
田
君

^
月
亭
遊
方
氏
(
右
)
と
桂
珍
念
氏
(
左
)

平成15年度､本町から3名の高校生ｶﾞ自衛隊に入隊

することとなり､ 3月4日(木)､自衛隊父兄会の主催に

よる､新入隊員激励会ｶﾞ役場会議室で行われました｡

激励会で(a､来賓の皆さんから激励の言葉や記念品

ｶﾞ贈られ､ 3名を代表して原田竜次吾が､ ｢自衛官と

しての誇りと自覚を持って精進します｡ ｣とぉ礼の言

葉を述べました｡

今年の入隊者は次のとぉりです｡ (敬称暇)

■橋本責文(陸上自衛隊大村駐屯地) ､牧野雅希(海上

自衛隊佐世保教育隊) ､原田竜次(航空自衛隊防府南

基地へ)
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2月22B C日)､あがたま会館で商工会=-ﾙｽﾀﾝ

ﾌﾟ会の主催rこよる爆笑新春寄席が行われました｡

寄席には､以前からJ3＼るさとまつりの司会などで､

本町にもなじみのある月亭遊万民と桂珍念氏が出演

し､午後と夜の2回公演｡落語や大喜利など楽しい話題

と独特の口調で､会場を笑いの渦で包みこみました｡

今回の催しは､ｴｰﾙｽﾀﾝﾌﾟ事業のP Rと利用者

への謝恩を込めて実施されてゐり､昨夏には工-ﾙｽ

ﾀﾝﾌﾟまつりも開催しています｡

^　ｰ｢　~　　　　　　　　~　ﾄ~-　､′~　'
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2月26B (木) ､田原名の富永∃=Jさんｶﾞ､満100歳
の誕生日を迎えられました｡

冨永さんは､明治37年に太良町に生まれ､昭和11年

故冨永政太さんと結婚､ 3男4女を育てられ､現在は

希望菌で毎Ejを楽し<過ごされていますo

このEjは､花束やｹｰｷなどを亨に家族の万ｶﾞた<

さん集まり､ 100歳の誕生日を祝福しました｡

富永さんは､町長職務代理者池田助役か5祝鶴寿の

表彰状やあ祝いの言葉に､ﾊﾂｷﾘした口調であ礼を

述べられました｡

昨年募集された平成15年度交通安全に関する図画･

作文で､応募総数717点の図画の中から､長里小2年秀

島葉月さんの作品が､優秀賞(県教育長賞)に選ばれ

ました｡

莞島さんは､ 2月17日(火)の交通安全推進県民協議

会総会の席で表彰を受けました｡

入選作品は､長崎市油木町f=ある長崎交通公園の事

務所に1年間掲示される予定です｡なあ､本町からは

次の5名の児童生徒の作品が入選しました｡ (敬称略)

■優秀賞(県教育長賞)

秀島　葉月(長里小2年)

I入選(小学校低学年)

土肥　　司(小長井小2年)

木下　苅緒(長里小2年)

■入選(中学校)

池臼　優香(小長井中3年)

橋本　　愛(小長井中3年)
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2月22日(巳)､中学校体育館で小長井町健康づ<ﾘ

ﾉﾙｰﾎﾞｰﾙ大会が開催されました｡

この大会は､国民健康保険の協賛で開催されている

もので､昨年まではｿﾌﾄﾊﾞL/-でしたが､今年は若

い人からのﾊﾞL/-ﾎﾞｰﾙを望a3声に応えたものです｡

男女混合の6ﾁｰﾑｶﾞ参加し､ 3ﾁｰﾑずつのﾘﾝ

ｸﾘｰｸﾞで対戦し､壱番星と将軍の決勝戦rま､ 3t:ﾂ

ﾄまでもつれ込d3熱戦の末､壱番星ｶﾞ優勝しました.

臣ﾕﾆi.-�"----'-'-i-�":----'

�"-'-rr0-:'j>^:::-00=--./,-'L

2月29日(B) ､長Ef]ぁのり会館を中心に､平成15年

度長田駅伝が開催され､小学生の部26ﾁｰﾑ､一般の

部13ﾁｰﾑか健脚を競いました｡

本町から､小学生の部に出場した遠竹｣ R CのA

ﾁｰﾑが諌早地区の強豪ﾁｰﾑを抑え､見事優勝o B

ﾁｰﾑｶﾞ7位､ Cﾁｰﾑも9位､ Aﾁｰﾑの2区と5

区は区間賞という姑成績を収めました｡

優勝ﾁｰﾑの出場選手は次のとぉりです｡

(敬称略)

1区:池臼祐一､ 2区:土井啓輔､ 3区:森　祥雲､

4区:山口拓人､ 5区:原田奈未

■
優
勝
し
た
壱
番
星
ﾁ
ｰ
ﾑ
の
皆
さ
ん

■
優
勝
し
た
遠
竹
1
R
C
の
皆
さ
ん
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2月22日(巳)､長里小学校の創立131周年記念の第

24回駅伝大会が行われましたo

このEjはあいに<の雨となってしまいましたｶﾞ､大

会には小学生や中学生､ P TA､消防団など多<の長

里地区民ｶﾞ参加しました｡

参加者たちは､沿道からの熱い声援を受rj-ながら､

全18区11. 5kmの道のりを力走しました｡

成績は次のとぉりです｡

①日代､ ②打越･川内､ ③大久保･尾ﾉ上A､ ④第7分

団､ ⑤船津･足角､ ⑥案6分団､ ⑦大久保･尾ﾉ上C､

⑧大久保･尾ﾉ上B

3月14日(日)､中学校卓球室にぉいて､第19回小長

井町民卓球大会が開催されました｡

大会には､一般の部4ﾁｰﾑと小･中学生など町内

の卓球愛妬者約50人が参加､それぞれの部で熱戦か繰

り広げられました｡

上位入賞者は次のとぉりですo (敬称陀)

【団体戦】 ①小長井ｸﾗﾌﾞ②愛妬会

【個人戦】 [ﾀﾞﾌﾞ)L,ｽ] ●一般①原口晃基久･池E]j祥多

-へ　丁:い　　　　　言:i,-,｢//-　　'

[=Jﾝｸﾙｽ] ●中学生男子①校本和徳②森　拓人

●中学生女子①森麻衣子②井手みずき

●小学生高学年①黒□真璃亜②牧本夏純

●小学生低学年①秀藍葉月②本EBまりん

■
一
区
を
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾄ
す
る
選
手
の
皆
さ
ん
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3月7日(日)､大久保地区ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

の竣=式ｶﾞ行われましたo

式には地区の皆さんをはじめ､多<の来賓の方々が

出席｡歌や踊りの賑やかな祝いの宴で､新しい集会施

設の完成を祝いました｡

この施設は､宝<じの普及広報事業として､自治総

合ｾﾝﾀｰから助成を受rj-て建設Q鉄骨造平屋建約60

秤(199. 92m)で､大小の研修室や調理室などか配置

されています｡

町内の各小･中学校で卒業式が行われ､思い出の校

舎を後にしましたo今年の卒業者は､小学生84人､中

学生88人の計172人です｡

3月16日(火)聖母の騎士小学校5人､椿原中学校5人

3月17日(水)小長井中学校82人

3月18日(木)虹の原養護学校みさかえ分校4人

(小学部3人､中学部1人)

3月19日(金)長里小学校13人､小長井小学校47人､

T
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
る
卒
業
証
書

▲大久保(井崎名)のﾄﾏﾄ

ﾊﾟ -A'--;
x^ivr'Itfjいし-｣o'｣讃･:I

通り行<ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰたちの心を和ませ､恋人たちの

ﾄﾞﾗｲﾌﾞの記念写真にと､大忙しの町の=Jﾝﾎﾞﾙﾏ-

ｸ｢ﾌﾙｰﾂﾊﾞｽ停｣ｶﾞ､あ色直しをしました｡

いろんな雑誌や報道で､全国的に有名lこなったﾌ

II-ﾂﾊﾞｽ停ですが､潮風や暑い日差しを浴びて､最

近､傷みが目立ち鮮度が落うていました｡

16個あるﾌﾙｰﾂﾊﾞｽ停のうち､ﾐｶﾝ3個とﾄﾏ

ﾄ2個､ｽｲｶ3個の計8個のﾌﾙｰﾂが､この春､

新鮮であいしそうな色に生まれ変わりました｡
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地
元
婦
人
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知っておきたい
市町村合併情報

合併協議会で確認されている61の協定項目

l　基本協定項目

1　合併の方式に関すること

2　合併の期日に関すること

3　新市の名称に関すること

4　新市の事務所の位置に関すること

Il　合併特例法に規定されている協定項目

5　新市建設計画の作成に閲すろこと

6　地域審議会の設置に関すること

7　議会議員の定数及び任期の取扱いに関すること

8　農業委員会委員の定数及び任期の取扱いに関すること

9　一般職の職員の身分の取扱いに関すること

10　地方税の取扱いに関すること

川　その他の基本的な協定項目

11組織及び機構に関すること

12　特別職の職員の身分の取扱いに関すること

13　条例､規則等の取扱いに関すること

14　公共的団体等の取扱いに関すること

15　慣行の取扱いに関すること

16　消防団の取扱いに関すること

17　町内会.自治会,行政区の取扱いに関すること

18　一部事務組合等の取扱いに関すること

19　電算ｼｽﾃﾑの取扱いに関すること

20　財産及び債務の取扱いに関すること

21使用料､手数料等の取扱いに関すること

22　補助金､交付金等の取扱いに関すること

23　国民健康保険事業の取扱いに関すること

24　介護保険事業の取扱いに関すること

25　町､字の区域､名称の取扱いに関すること

IV　各種事務事業の取扱いに関する協定項目

26　消防･防災に関すること

27　情報公開に関すること

28　広報広聴に関すること

29　生活安全に関すること

30　友好交流に関すること
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※確認状況欄の｢●｣は脱退前に-市五町で確認､

｢O｣は脱退後に-市四町で確認されたものです｡
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人権･平和に関すること

地域情報化に関すること

納税関係に関すること

民生委員･児童委員に関すること

社会福祉協議会に関すること

生活保護に関すること

福祉医療に関すること

援護に関すること

高齢者福祉に関すること

障害者福祉に関すること

児童福祉に関すること

保健･衛生に関すること

戸籍､住民登録等の窓口事務に関すること

環境保全に関すること

環境衛生に関すること

農業に関すること

林業に関すること

水産業に関すること

商工･労働に関すること

観光_ ･物産に周すること

開発管理に関すること

建設関係に関すること

公営住宅に関すること

公園に関すること

都市計画に関すること

下水道に関すること

上水道に関すること

学校数育に関すること

生涯学習に関すること

文化に関すること

体育に関すること
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合
併
協
議
会
へ
の
復
帰
を
可
決

3
月
9
日
(
火
)
､
第
1
回
定
例
議

会
の
初
日
､
議
案
の
審
議
に
入
る
前

に
'
市
町
村
合
併
調
査
特
別
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
巾
で
'
6
1
項
目
の
合
併
協
定

項
目
の
う
ち
'
本
町
が
協
議
会
を
脱

退
後
に
確
認
さ
れ
た
3
0
項
目
に
つ
い

て
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
､
そ
の
内
容

を
確
認
し
'
尊
重
す
る
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
｡

こ
の
委
員
会
終
了
後
に
　
｢
県
央
地

区
一
市
四
町
合
併
協
議
会
へ
の
加
入

に
つ
い
て
｣
　
の
議
案
が
上
程
さ
れ
'

賛
成
多
数
(
賛
成
8
､
反
対
6
)
に
よ

り
合
併
協
議
会
へ
再
び
加
入
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡
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れ
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受
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て
､
-
市
4
町
の
各

議
会
で
も
協
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会
規
約
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す
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議
案
が
可
決
さ
れ
､
3
月
2
5
日
付
で

県
央
地
区
一
市
五
町
合
併
協
議
会
と

し
て
再
出
発
し
'
来
年
3
月
-
日
の

合
併
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
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感染経路　　　　　　　　　　主な症状
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ｳｲﾙｽに汚染された食物　38度以上の急な発熱｡全身の倦怠感､食欲不振,
A型肝炎　や7kの摂取､感染者の糞便　堰吐,黄痘o　※約l-2ｶ月で治癒し､慢性化

などから感染(経口感染)　することはほとんどない｡

感染者の血液や精液から感　全身の倦怠感.食欲不振､堰吐､黄痘o　ｳｲﾙ
染(医療事故､性交渉,母　ｽｷﾔﾘｱのうち10%前後が慢性肝炎､肝硬
子感染など)　　　　　　変.肝がんに悪化｡ ※ｷｬﾘｱの90%は発病せ

ずに一生を終える｡

B型肝炎

感染者の血液から感染する　全身の倦怠感､食欲不振.堰吐.黄痘｡感染す
が､感染力は弱い(性交渉　ると成人でも慢性化する場合が多い｡※治癒の
による感染､母子感染はま　効果が得られない場合.数年後に肝がんに移行
れ)　　　　　　　　　　　することがあるo

C型肝炎

●
自
覚
症
状
が
な
く
て
も

早
め
の
検
査
を
土

日
本
で
も
っ
と
も
多
い
肝
臓
の
病

気
､
｢
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
性
肝
炎
｣
｡
ｳ
ｲ
ﾙ

ｽ
性
肝
炎
を
引
き
起
こ
す
肝
炎
ｳ
ｲ

ﾙ
ｽ
に
は
､
A
型
･
B
型
･
C
型
･
E

型
な
ど
の
種
類
が
あ
り
'
主
に
問
題

に
な
る
の
は
B
型
と
C
型
に
よ
る
も

の
で
す
｡

肝
臓
は
｢
沈
黙
の
臓
器
｣
と
も
言

わ
れ
'
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
に
感
染
し
て
も
'

重
症
化
す
る
ま
で
は
自
覚
症
状
が
現

れ
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
｡
ま
た
'
肝
炎
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
の
中
で

も
'
B
型
･
c
型
は
肝
硬
変
や
肝
が

ん
な
ど
に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ
り

�
"
>
'
�
"
<
寸
じ

そ
の
た
め
'
早
期
に
感
染
を
発
見

し
､
適
切
な
処
置
を
受
け
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
｡

B
型
･
c
型
の
肝
炎
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ

は
'
主
に
血
液
を
介
し
て
感
染
す
る

と
い
わ
れ
て
お
り
'
次
に
該
当
す
る

人
は
'
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
'
肝

炎
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
検
査
を
受
け
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
｡

①
平
成
4
年
以
前
に
輸
血
を
受
け
た
人

②
長
期
に
血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
人

④
輸
入
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
を
投

与
さ
れ
た
人

④
③
と
同
等
の
ﾘ
ｽ
ｸ
を
有
す
る
非
加
熱

凝
固
因
子
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
人

⑤
ﾌ
ｨ
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ﾉ
ｹ
ﾞ
ﾝ
製
剤
(
ﾌ
ｨ
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ﾉ

ｹ
ﾞ
ﾝ
糊
と
し
て
の
使
用
を
含
む
)
を
投

与
さ
れ
た
人

⑥
大
き
な
手
術
を
受
け
た
人

⑦
臓
器
移
植
を
受
け
た
人

⑧
薬
物
乱
用
者
､
入
れ
墨
を
し
て
い
る
人

⑨
ﾎ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾋ
ﾟ
ｱ
ｽ
を
し
て
い
る
人

⑯
過
去
に
健
康
診
断
な
ど
で
肝
機
能
検
査

の
異
常
を
指
摘
さ
れ
'
そ
の
後
肝
炎
検

査
を
実
施
し
て
い
な
い
人
な
ど

●
検
査
目
的
の
献
血
は

絶
対
に
し
な
い
-

肝
炎
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
検
査
は
'
各
医
療

機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

さ
ら
に
国
は
､
老
人
保
健
事
業
の
健

康
診
査
や
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
生

活
習
慣
病
予
防
検
診
な
ど
に
肝
炎
ｳ

ｲ
ﾙ
ｽ
の
検
査
を
導
入
し
､
検
査
体

制
を
強
化
し
て
い
ま
す
｡

な
お
､
輸
血
用
血
液
製
剤
の
安
全

性
を
守
る
た
め
に
も
'
肝
炎
ｳ
ｲ
ﾙ

ｽ
検
査
を
目
的
と
し
た
献
血
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

B
型
･
c
型
の
肝
炎
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ

は
､
普
通
の
日
常
生
活
の
中
で
感
染

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
｡
肝
炎
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
｡

ま
た
'
こ
れ
ら
の
肝
炎
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
に

感
染
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
'
特

別
視
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
｡
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●
事
前
相
談
､
事
前
協
議
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
｡

4
月
1
日
か
ら
'
指
定
痴
呆
対
応

型
共
同
生
活
介
護
事
業
の
申
請
に
つ

い
て
は
'
事
業
者
が
提
供
す
る
ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞ
ｽ
の
質
を
確
保
と
向
上
の
た
め

に
'
開
設
前
の
事
前
協
議
等
を
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

企
画
段
階
か
ら
保
険
者
(
町
)
　
へ

事
前
に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
､
そ
の
後
も
事
前
協
議
申
出
書
で

の
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
｡

様
式
や
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
'
設
置
予
定
地
を
管
轄
す
る
保
険

者
(
市
町
村
等
)
　
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
｡

※
事
前
協
議
申
出
書
様
式
は
､
事
前

相
談
の
際
に
お
渡
し
し
ま
す
｡

痴
呆
性
高
齢
者
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾎ
ｰ
ﾑ
と
は
'

痴
呆
の
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
お
世
話
を
す
る
'

共
同
生
活
の
住
居
で
す
｡

Oft 2004. 4. 1

⑳ｻｰﾋﾞｽの耽軍
痴呆の状態にある方に､共同生活型住居において家庭的な環

境の下で､入浴､排せつ､余事などの介護その他の日常生活上

のお世話や機能訓練を行います｡

&ｻｰﾋﾞｽの内昏

痴呆対応型共同生活介護は､家庭的な環境の下で日常生活を

送ることができるように,利用者がそれぞれの役割を持って余

事その他の家事など吉行います｡

利用者の痴呆の症状の進行を緩和し､安心して日常生活を送

ることができるよう､利用者の心身の状況を踏まえて行われま

す｡

囲　　謂BJJMI&iBEa盟嗣

要介護者であって痴呆の状態にある方のうち､少人数による

共同生活を営むことに支障がない方が対象となりますo

痴呆に伴って著しい精神症状を呈する方､著しい行動異常が

ある方､痴呆の原因となる疾患が急性の状態にある方は､対象

とぉりません｡

⑳その他

共同生活住居は､入居定員5人-9人の小規模な吉のであり､

居室(原則個室)､居間､会堂､台所､浴室などが設けられてい

ます｡

S
O
-

痴
呆
性
高
齢
者
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾎ
ｰ
ﾑ
の
指
定
申
請
は

(
保
険
者
)

ま
ず
町
に
相
談
を
-



山茶花高原開き(4月29B'みどりの日)

●実施日

04月12日(局)

･旧長里農協倉庫前(10:00-ll :00)

･牧公民館前(ll :20-12:00)

･長戸公民館前(13:00-13:50)

･ﾉ｣川l原浦公民舘前(14: 10-15:00)

04月13日(火)

･農場公民館前(10:∞　-10:5'○)

･井崎公民館前(ll : 10-12:00)

･旧遠竹農協前(13:00-14:00)

●手数料

･新規登録犬　6,050円

･登録済犬　　3, 050円

●注意事項

①予防注射実施の通知書を必ず持参く

ださい｡

②注射の時は､犬を抑えることができ

る人が連れてきてください｡

(参犬の健康状態に異常がある場合は､

当日実施場所で獣医師に申し出てくだ

さい｡

④手数料は釣銭がいらないようにご準

備ください｡

平成16年度の労働保険料(労災保

険･雇用保険)の申告･納付の手続き

は4月1日から5月20日までです｡

申告書が4月上旬に届けられますの

で､同封のﾊﾟﾝﾌL/ﾂﾄなどを読んで

いただき､期限内に申告･納付される

ようお願し＼します｡

当ｾﾝﾀｰ(R I C)は､厚生労働

省の委託を受け､労災保険制度全般に

ついてのご相談に応じていますc

相談は無料で秘密は厳守されますo

お気軽にご相談ください｡

●第1回目　5月6日(木)

●第2回目11月1日(局)

いずれ古文化爪--ﾙにて

9 :30′-ll:00

田原･打越･牧･大域･井崎･川内
･ 13:30′-14:00

新田原･小川原浦･遠竹･大幡

対象者には､ﾊｶﾞｷで通知します｡

指定日に受診できない場合は､他の市

町で吉受診できますo

春はお引っ越しが多い=J-ｽﾞﾝで

すo電気､ｶﾞｽ､水道などの停止の手

続き､お引っ越し先の入居の手続きを

忘れないように行いましようo

●電気の停止手続き

･お引っ越しの4-5B前までに､お

電話下さい｡

･ ｢電気ご使用量のお知らせ｣などに

記載の｢お害さま番号｣もお知らせ下

さい｡

※お引っ越し当日に､係員が電気料金

の精算にお伺いいたします｡

●電気の入居手続き

･ﾘﾐｯﾀｰ(ﾌﾞﾚｰｶｰ)を｢入｣に

すると､電気が点きます｡

･備付けの｢電気ご使用申込書｣に必

要事項を記入のうえ､ご投函下さい｡

※電気が点かない場合や電気ご使用申

込書がない場合は､お手数ながら､最

寄りの営業所へご連絡下さい｡

【4月のﾃｰﾏ】

(局)脂肪肝

(火)障臓癌

春の一日を､山茶花高原の自然の中で､

の-んびりお過ごしください｡

当日は､次の行事が予定されていますo

●高原開き神事10時'10時:犯分
たこ

●凧揚げ大会｢あ<うDAYJ IO暗部分-

○創作凧ｺﾝﾃｽﾄ○凧揚げ名人芸披露

○看年団大凧揚げ挑戦○ﾐﾆ凧ﾌﾟﾚｾﾞﾝ

ﾄetc

(水)新学期,新入生への注意

(木)じんましん

(金)摂食障害

(土　B)性欲が沿い(性欲の低下)

(祝日)前日のﾃｰﾌﾟ

【社会福祉協議会へ金一封】

●香典返し

故　　西　　ﾀﾂ横

道族　西　　正男様(日原三)

故
追
放
遣
故
遺
故
遺
故
遣

久保ﾂﾙ子様

族　久保多久雄様(井崎四)

山口　ｻ力様

族　山口　　剛様(牧三)

山口　洋輝様
族　山口　智子様(足角)

池EE]稲子様

族　池EE]芳信様(釜-)

中島　ﾕｲ様

族　中島作治郎様(小川原浦-)
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人のうごき

16年2月末(前月との比較)

■人口　　　6,724人　(- 20)

男　　　3,024人　(- ll)

女　　　3,700人　(-　9)

■出生　　　　　2人(- 1)

■死亡　　　　　9人　(+　7)

■転入　　　　15人　(±　0)

■転出　　　　28人　(+　5)

1世帯数　　2,480戸　(-　2)

/'/:>

~　l

2004. I 1

■受付期間

4月5日(局)-5月11日(火)

■応募資格

[一般] 20歳以上26歳末満の人(22歳

末満の人は大卒(見込みを含む) )

[歯科]専門の大学卒(見込みを含む)

で20歳以上30歳未満の人

[薬剤科]専門の大学卒(見込みを含

む)で20歳以上26歳未満の人(薬剤修

士取得者は28歳未満)

■試験日　5月22[](士)､

5月23日(B) C飛行要員希望者のみ)

■試験場所　長崎県市町村会館

■募集期限　4月30巨](金)

■出願資格　県内の高等学校または高

等専門学校を卒業し大学に在学してい

る人

■奨学金の内容

口国公立大学-年31, ∝氾円

口私立大学-年37,0∞円

･大学卒業の6ｶ月後から10年以内に

半年賦または年賦で返還

･日本学生支援機構との併願は認めら

れますが､重複貸与はできません｡

■対象　有効期限が1年以内に切れる

免状及び失効している免状(更新日有

効期限が平成16年4月26日-平成17年

4月25a､失効･･･有効期限が平成16年

4月25日以前の免状)

■日時　4月24[](士)受付9時-､講

習9時30分-,更新1時間､失効講習2

時間30分､当日中し込み可能

■会場　諌早文化会館

■持参品　海技免状,料金(更新9,500

円､失効16,〔X刀円､講習･申請･登録･

写真･郵送料等辺み)

福岡国税局では､国税専門官(大学

卒業程度)を募集しています｡

■受験資格

EI昭和52年4月2日-昭和58年4月1

日生まれの人

Fg昭和58年4月2 Ej以降生まれで､ (D

大学を卒業した人及び平成17年3月ま

でに大学卒業見込みの人②人事院が(D

と同等の資格があると認める人o

■受付期間　郵送-4月1日(木)-16

日(金)当日消印有効

I試験日　第1次試験　6月13BCB)

第2次試験　7月26日(局)-29日(木)

のうち指定する日

合格者には技能士の称号が与えら

れ､他の国家試験･免許の受験で免除

等の特典があります｡

■受付期間　4月5日(月)-16日(金)

■実施期間　6月14日-9月5日の問
で別に指定した日

■実施職種　【1級及び2級】園芸装

飾･造園･鋳造･機械加工等全41職種

【単-等級】製麺･路面表示施= ･塗料

調色【3級】園芸装飾･造鼠･機械加

工･仕上げ･機械保全等全10職種

■応募資格　満20歳-30歳の男女

■応募締切　5月10日(局)

■実施日　8月21日(土)-29日(白)

■訪問先　大韓民国(ｿｳﾙ)､中華

人民共和国(北京･西安)

I募集人員　28名

■参加費　73, 000円(その他諸経費有り)
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『
小
長
井
で

音
楽
愛
好
会
を
作
ろ
う
で
』

桝
本
　
秀
雄
(
小
川
原
浦
五
)

私
は
2
7
年
生
ま
れ
の
5
2
歳
で
す
｡

実
は
現
在
も
ｾ
ﾐ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
と
し
て
長
崎

市
内
で
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
ｼ
ﾝ

ｶ
ﾞ
ｰ
ｿ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾀ
ｰ
で
す
が
'
こ

こ
小
長
井
町
の
住
民
と
な
り
'
は
や

4
年
が
経
ち
ま
し
た
｡

そ
こ
で
'
地
元
の
ｵ
ﾔ
ｼ
ﾞ
を
集
め
'

ﾊ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
｡

(
ｵ
ﾊ
ﾞ
ｻ
ﾝ
も
結
構
)
0

不
景
気
の
中
'
若
者
の
ﾛ
ｯ
ｸ
､
年

配
者
の
ｶ
ﾗ
ｵ
ｹ
に
負
け
ず
'
ﾋ
ﾞ
ｰ

ﾄ
ﾙ
ｽ
ﾞ
､
c
c
R
'
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾅ

ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
等
'
色
々
な
ｼ
ﾞ
ｬ
ﾝ
ﾙ
(
洋

莱
)
を
ｷ
ﾞ
ﾀ
ｰ
'
ﾋ
ﾟ
ｱ
ﾉ
'
ｻ
ｯ
ｸ
ｽ
'

ﾄ
ﾗ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｯ
ﾄ
､
歌
等
'
楽
器
を
問
わ

ず
｡ぜ

ひ
勇
気
を
出
し
て
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
?
0

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
｡
残
り
少
な

い
余
生
を
も
う
一
度
楽
し
み
ま
し
ょ

i
aと

に
か
く
ご
連
絡
を
-
･
 
｡

(
j
i
o
a
>
o
-
o
o
c
o
e
n
r
-
　
<
-
r
-
ｫ
ｰ

6
)
ま
で
｡

/'/ /

古

里

探

訪

『
先
賢
人
⑩

佐
藤
常
治
氏
』

石

▲兎島に建てられている佐藤氏の頒徳碑

佐
藤
氏
は
明
治
3
5
年
6
月
2
9
日
､

井
崎
の
素
卦
家
に
出
生
さ
れ
る
｡
大

正
の
末
'
東
京
農
大
を
卒
業
さ
れ
'
昭

和
に
入
り
南
高
愛
野
の
旧
家
松
尾
氏

よ
り
嫁
を
求
め
ら
れ
4
年
に
は
長
子

光
輝
氏
を
え
ら
れ
る
(
初
代
佐
藤
医

院
長
)
｡
昭
和
8
年
4
月
弱
冠
3

ｰ
歳
で

村
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
政
界
に
入

り
､
1
2
年
に
は
2
期
目
'
1
3
年
9
月
に

18
代
の
村
長
を
務
め
'
1
8
年
5
月
'
2
1

代
の
村
長
と
し
て
'
村
政
の
ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ

と
し
て
聖
戦
遂
行
に
寄
与
さ
れ
た
お

陰
で
､
戦
後
公
職
追
放
の
憂
き
目
も

見
ら
れ
た
｡

氏
は
高
い
教
養
と
温
厚
篤
実
に
し

て
誠
実
寛
容
の
人
柄
で
あ
ら
れ
た
｡

昭
和
5
年
頃
か
ら
黒
仁
田
溜
他
の
老

朽
漏
水
が
ひ
ど
く
な
り
'
昭
和
7
年

の
大
暴
風
雨
で
大
被
害
を
受
け
た
｡

地
主
の
佐
藤
氏
を
代
表
に
推
し
溜
池

修
築
と
耕
地
整
理
を
施
工
し
た
｡
総

工
費
6
千
円
で
そ
の
6
割
は
国
と
県

の
助
成
で
あ
っ
た
が
'
残
余
の
工
事

費
す
べ
て
佐
藤
氏
個
人
の
支
出
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
｡
耕
作
者
一
同
は

こ
の
美
徳
善
行
を
称
え
､
他
の
東
岸

に
頒
徳
碑
を
建
て
て
い
る
｡
ま
た
井

崎
の
兎
島
に
も
頒
徳
碑
が
建
て
て
あ

る
｡
こ
れ
は
戦
後
ﾚ
ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ
ｼ
ｮ

ﾝ
の
普
及
に
よ
り
､
運
動
場
を
も
た

な
い
井
崎
地
区
に
当
時
の
青
年
団
長

小
満
太
氏
等
が
着
目
し
'
地
主
の
佐

藤
氏
に
交
渉
､
運
動
場
と
し
て
の
活

用
を
要
請
さ
れ
た
｡
諸
般
の
事
情
を

考
慮
さ
れ
て
快
諾
さ
れ
た
｡
青
年
の

情
熱
に
部
落
民
も
援
助
の
手
を
貸
し

て
'
凶
年
秋
に
広
場
は
完
成
し
た
.
爾

後
無
償
貸
与
の
恩
恵
に
浴
し
て
き

0
'

3
8
年
か
ら
村
議
と
し
て
復
職
さ

れ
､
村
行
政
に
携
わ
り
1

2
年
間
は
7
･

8
･
9
代
の
議
長
の
重
責
も
果
た
さ

れ
､
名
議
長
の
栄
誉
も
得
ら
れ
た
｡

数
多
く
の
善
行
も
残
さ
れ
た
｡
一

例
と
し
て
挙
げ
れ
ば
､
黒
仁
田
の
氏

神
様
と
し
て
和
ら
れ
る
弁
財
天
さ
ん

の
琵
沙
天
岳
の
山
頂
の
敷
地
も
'
佐

藤
氏
の
寄
贈
で
あ
る
と
聞
く
｡

"
'
-
;
�
"
�
"
j

町
に
も
部
落
に
も
作
人
に
も
と
施

さ
れ
'
善
意
と
教
導
は
長
く
輝
く
生

涯
で
､
8
8
歳
の
長
寿
で
平
成
2
年
9

月
逝
去
さ
れ
た
｡



ｫ

『
ｺ
ﾞ
ﾏ
(
胡
麻
)
基
』

千
葉
県
柏
市

木
下
雄
弘

(
井
崎
出
身
)

ｺ
ﾞ
ﾏ
は
古
く
は
ﾕ
ﾀ
ﾞ
ﾔ
の
法
典
で
も
八
世

紀
の
ｻ
ﾗ
ｾ
ﾝ
時
代
に
も
ｾ
ﾑ
ｾ
ﾑ
の
よ
う

な
呼
び
名
だ
っ
た
｡
あ
る
と
き
ｱ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｱ
の

船
会
社
の
方
が
来
社
さ
れ
た
と
き
雑
談
の
中

で
尋
ね
て
み
た
｡
｢
ｺ
ﾞ
ﾏ
は
ｱ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｱ
語
で
何

と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
?
　
ｾ
ﾑ
ｾ
ﾑ
の
様

な
い
い
方
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
｡
｣
｢
い
や
ｰ
､

そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
'
し
か
し
会
社
に
は
ｱ

ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｱ
人
の
代
表
が
い
ま
す
の
で
今
度
聞
い

て
き
ま
す
よ
｡
｣
　
次
の
時
に
　
｢
ｺ
ﾞ
ﾏ
は
ｱ
ﾗ

ﾋ
ﾞ
ｱ
語
で
ｼ
ﾑ
ｼ
ﾑ
と
い
う
そ
う
で
す
｡
英

語
の
ｾ
ｻ
ﾐ
も
ｱ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｯ
ｸ
だ
と
言
っ
て
ま

し
た
｡
｣
　
そ
の
後
で
ま
た
思
い
つ
い
て
電
話

で
尋
ね
た
｡
｢
開
け
ｺ
ﾞ
ﾏ
-
と
は
何
と
い
う
ん

で
し
ょ
う
?
｣
　
数
日
後
に
答
え
が
返
っ
て

き
た
｡
｢
ｴ
ﾌ
ﾀ
-
　
ﾔ
　
ｼ
ﾑ
ｼ
ﾑ
ｰ
･
と
い

う
そ
う
で
す
｡
｣
　
｢
そ
う
で
す
か
'
ｱ
ﾘ
ﾊ
ﾟ
ﾊ
ﾟ

も
岩
戸
の
前
で
そ
う
言
っ
た
ん
で
す
ね
-
｣

な
ん
と
な
く
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
｡
ｺ
ﾞ
ﾏ

は
ｱ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｱ
に
お
い
て
も
前
述
の
よ
う
に
大

変
貴
重
な
物
だ
っ
た
｡
ｱ
ﾘ
ﾊ
ﾟ
ﾊ
ﾟ
の
呪
文
は
'

成
熟
し
て
鞘
が
は
じ
け
て
一
杯
に
詰
ま
っ
た

ｺ
ﾞ
ﾏ
粒
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
様
子
に
'
岩
戸
を

開
く
と
財
宝
が
溢
れ
ん
ば
か
り
に
詰
ま
っ
て

い
る
ｲ
ﾒ
ｰ
ｼ
ﾞ
を
擬
え
た
も
の
で
あ
る
ら
し

い
｡
だ
か
ら
呪
文
は
麦
や
豆
な
ど
が
遠
く
及

ば
な
い
ｺ
ﾞ
ﾏ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡

ｺ
ﾞ
ﾏ
は
ﾖ
ｰ
ﾛ
ｯ
ﾊ
ﾟ
か
ら
新
大
陸
に
比
較

的
早
い
時
期
に
伝
え
ら
れ
た
が
､
と
り
わ
け

ｱ
ﾒ
ﾘ
ｶ
で
本
格
的
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は

新
し
く
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
｡
ﾃ
ｷ
ｻ
ｽ
の

ﾊ
ﾟ
ﾘ
ｽ
市
に
は
ｱ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ｿ
ﾝ
家
が
あ
っ

て
､
そ
こ
の
ｼ
ﾞ
ｪ
ｲ
ﾑ
ｽ
と
ﾛ
ｲ
が
ｺ
ﾞ
ﾏ
食

の
発
展
に
大
き
く
責
献
し
た
｡
二
人
は
食
品

会
社
と
組
ん
で
ｺ
ﾞ
ﾏ
食
品
の
普
及
に
尽
力

し
'
ｺ
ﾞ
ﾏ
の
輸
入
量
は
大
幅
に
増
加
し
て

い
っ
た
o
　
そ
の
中
の
l
　
つ
に
ﾊ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ｶ
ﾞ
ｰ

へ
の
利
用
が
大
当
た
り
し
'
後
の
ﾏ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ﾅ

ﾙ
ﾄ
ﾞ
の
ﾊ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ｶ
ﾞ
ｰ
に
成
長
す
る
.
そ
の

後
'
輸
入
ｺ
ﾞ
ﾏ
だ
け
で
は
賄
い
切
れ
な
く

な
っ
た
二
人
は
､
ｺ
ﾞ
ﾏ
の
商
業
栽
培
に
乗
り

出
す
こ
と
に
な
っ
た
｡
ﾊ
ﾟ
ﾘ
ｽ
郊
外
に
広
大

な
土
地
を
確
保
し
'
ｺ
ﾞ
ﾏ
学
者
ﾗ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ﾑ
の

協
力
を
得
て
ｺ
ﾞ
ﾏ
農
園
を
開
拓
し
､
多
く
の

農
園
労
働
者
た
ち
を
集
め
た
｡
集
ま
っ
た
の

は
南
部
の
黒
人
労
働
者
の
ほ
か
英
語
が
話
せ

な
い
周
辺
国
か
ら
の
ﾋ
ｽ
ﾊ
ﾟ
ﾆ
ｯ
ｸ
系
の
労

働
者
た
ち
だ
っ
た
｡
彼
ら
が
ｱ
ﾒ
ﾘ
ｶ
市
民

と
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
英
語
教
育
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
二
人
は
丸

木
小
屋
の
学
校
を
建
て
'
教
材
を
作
り
'
子

弟
の
英
語
教
育
に
取
り
組
ん
だ
｡
そ
の
優
れ

た
教
材
は
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
'

ｺ
ﾞ
ﾏ
農
園
の
中
央
を
走
る
通
り
の
名
で
呼
ば

れ
た
'
ｾ
ｻ
ﾐ
ｽ
ﾄ
ﾘ
ｰ
ﾄ
(
ｺ
ﾞ
ﾏ
大
通
り
)

で
あ
る
｡
そ
の
後
ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ
局
が
ぬ
い
ぐ
る
み

人
形
劇
を
映
像
化
す
る
に
至
っ
て
爆
発
的
な

人
気
を
博
し
､
ま
た
た
く
間
に
全
世
界
に
普

及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
今
で
は
ｺ
ﾞ
ﾏ
の
故

郷
の
ﾅ
ｲ
ﾙ
川
上
流
域
の
子
供
た
ち
も
ｾ
ｻ

ﾐ
ｽ
ﾄ
ﾘ
ｰ
ﾄ
で
英
語
の
勉
強
を
し
て
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
c
　
(
終
り
)

お
が
た
王
の
富

貴
心
樹
合

(短歌)

参
道
の
賑
や
か
な
り
し
人
の
波
清
水
寺

の
眺
め
す
が
し
も

#
｣
　
仙
∵
†

巡
り
来
て
北
野
天
神
詣
で
れ
ば
紅
白
梅

の
咲
き
映
え
わ
た
る

i
^
f
:
　
仙
(
.
ﾄ

高
野
山
み
ね
の
白
雪
ふ
み
わ
け
て
冬
の

山
寺
ま
い
る
人
こ
そ

石
原
　
昌
子

風
さ
む
く
春
は
名
の
み
か
梅
の
花
膏
も

か
た
く
咲
く
日
ま
た
る
る

石
原
　
昌
子

山
道
を
心
は
ず
ま
せ
車
に
て
年
に
T
度

の
木
藤
の
花
見

石
丸
　
雪
枝

無
情
に
も
今
を
盛
り
の
梅
の
花
一
夜
に

散
ら
す
春
の
嵐
の

徳
永
　
豊
子

春
め
き
て
野
菜
芽
は
の
び
色
を
ま
す
吾

も
野
に
払
で
衣
ぬ
き
た
り

徳
永
　
豊
子

待
望
の
公
民
館
の
完
成
に
部
落
そ
う
で

の
お
祭
り
さ
わ
ぎ

吉
次
　
ﾂ
ﾔ

餅
ま
き
の
紅
白
た
か
く
舞
う
た
び
に
歓

声
あ
が
る
大
久
保
の
里

吉
次
　
ﾂ
ﾔ

ぽ
か
ぽ
か
と
太
陽
背
に
う
け
鍬
を
と
る

貰
い
受
け
た
る
深
葱
の
苗

平
田
富
美
子

道
す
が
ら
友
と
語
り
て
行
く
足
も
痛
さ

を
忘
れ
自
然
に
歩
く

平
田
富
美
子

ふ
た二

昔
前
は
な
か
っ
た
黒
文
字
の
我
が
物

顔
に
咲
き
誇
り
い
て

森
　
あ
さ
の

a
i
v

う
ぐ
い
す
の
声
高
々
に
桜
呼
び
時
の
移

ろ
い
さ
や
か
に
思
う

森
　
あ
さ
の

(
俳
句
)

若
駒
や
花
咲
く
日
ま
で
師
を
仰
ぎ

中
村
の
ぼ
る

梅
咲
き
て
屋
根
の
雀
の
は
ず
む
声

石
丸
　
雪
枝

し
揺

黄
砂
ま
い
路
地
の
馬
鈴
薯
ま
た
萎
み

石
井
　
晴
流

三
月
は
春
と
冬
と
の
せ
め
ぎ
合
い

石
井
　
清
流

午
後
の
西
日
部
屋
の
す
み
ま
で
照
ら
し

け
り
　
　
　
　
　
　
　
木
下
　
静
枝

み
の
む
し
の
か
こ
い
は
固
し
冬
支
度

木
下
　
静
枝

老
残
も
花
見
る
時
あ
り
夢
も
あ
る

中
尾
　
房
子

-
　
　
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
　
　
　
　
-
　
-
-
�
"

年
々
さ
い
さ
い
見
つ
め
て
ば
か
り
春
が

す
み
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
　
房
子

(
川
柳
)

再
婚
の
相
手
は
ｵ
ﾑ
ﾂ
を
し
め
て
き
た

江
口
　
民
夫

粁
余
曲
折
合
併
向
け
て
ま
た
進
む

石
井
　
清
流

新
首
長
茨
の
道
へ
突
き
進
む

石
井
　
暗
流

ﾊ
ｯ
ｽ
ﾙ
し
夜
も
眠
れ
ぬ
神
経
痛

中
村
の
ぼ
る

ふ
る
里
を
い
つ
も
訪
ね
る
夢
の
中

石
丸
　
雪
枝

【
会
員
外
か
ら
の
投
稿
作
品
】

(
川
柳
)

ｱ
ﾗ
ｰ
不
思
議
自
爆
が
神
の
教
え
と
は

>
　
-
｣
;
<

こ
り
も
せ
ず
政
治
家
ま
た
も
秘
書
を
食
い

森
　
　
春
義

●

′
ﾉ

ｲ
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l　　　三種混合ﾜｸﾁﾝ接種(14 : 00-15 : 00文化ﾎｰﾙにて)

*

l社協心配ごと相談(13 : 30-16 : 30さざんか会館にて,次は15日)

2 l金;了川ﾋﾞﾘ教室(9‥00-15‥00文化ﾎ-ﾉし七て次は8日おがたま会館. 16日･22日は文化ﾎｰﾙにて)

㊨
古紙短(古新聞･雑誌･段ﾎﾞｰﾙ･牛乳ﾊﾟｯｸ･古着)ﾘｻｲｸﾙ
(9:00-12:00長里町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾄｯｸﾊｳｽへ)

6 1火　飼えなくなった犬の引き取り(9:00までに役場へ,次は20日)

7l~軍
.  l燃えないｺﾞﾐ収集日(8‥30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃ_ｼｮﾝﾍ)

水.乳幼児ﾂﾍﾞﾙｸﾘﾝ(14:00-15:00文化ﾎｰﾙにて)
l

l各小中学校の入学式(各小学校10 : 30- ,中学校13 : 30-)
l

･ ÷ｹ車談･行政相談(10:00-16:00さ~g;んか会館にT)1

9 ･金　惇L幼児ﾂﾍﾞﾙｸﾘﾝ判定　BCG (14:00-15:00文化ﾎｰﾙにて)

12　:月
･-13　　火

13 ;火

14 1水

狂犬病予防注射(10 : 00-15 : 00町内各指定場所にて)

妊婦教室(9 : 30-12 : 00文化ﾎｰﾙにて)

乳児健診(13 : 00-13 : 15受付,文化ﾎｰﾙにて)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器収集日

(8:30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃ-x3>へ､次は28日)

あけぼの会健康相談(10 : 00-12 : 00文化ﾎｰﾙにて)

15 ･木;

l小長井町断酒懇談会(19 : 00-21 : 00文化ﾎｰﾙにて)

l !ﾉ-ﾏﾗｲｾﾞ-ｼｮﾝをすすめる会(10:00-12‥.0文化ﾎ-ﾙにて)

･9･月ﾄ
.　･乳幼児ﾂﾍﾞﾙｸﾘﾝ(14: 00-15 : 00文化ﾎ-ﾙにて)

20 1火.2歳児歯科検診(13:00-13:15受礼文化ﾎｰﾙにて)

.  !育児ｻｰｸﾙ｢わくわくｸﾗﾌﾞ｣ (10:30-12:00文化ﾎｰﾙにて)
l l

1

21 .水l乳幼児ﾂﾍﾞﾙｸﾘﾝ判定　BCG (14:00-15:00文化ﾎｰﾙにて)

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ･ﾄﾚｰ･発泡ｽﾁﾛｰﾙ収集日
(8:30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝへ)

25 ･ ㊨ .早朝SPｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ開会式･ｵｰﾌﾟﾝ戦(9:00-町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞにて)

27　　火

29 ⑳

農業委員会(9 : 30-役場会議室にて)

3歳児健診(13 :00-13: 15受付,文化ﾎｰﾙにて)

山茶花高原開き-あぐうDAY (10:00一山茶花高原ﾋﾟｸﾆｯｸﾊﾟｰｸにて)

宅Cij亀口i-).r~i
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再
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日
分
の
作
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を
徹
夜
で
や
り
直
し
か
｡

い
や
同
じ
作
業
を
ま
た
と
は
し
た
く
な

い
｡
ｲ
ﾔ
だ
｡
あ
㌔
う
-
0

最
後
の
願
い
で
'
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
の
"
n
u
i
で

も
い
い
か
ら
'
何
か
な
い
か
と
ﾌ
ｧ
ｲ

ﾙ
を
探
し
て
み
た
G
作
業
用
の
ﾌ
ｧ
ｲ

ﾙ
ら
し
き
物
が
見
つ
か
っ
た
｡
無
理
矢

理
名
前
を
書
き
換
え
て
再
起
動
｡
途
中

ま
で
の
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
を
開
く
こ
と
に
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功
し

た
い
あ
-
t
!
｣
っ
た
"
W
悪
か
J
;
:
は
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r
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と
こ
ま
め
に
保
存
し
よ
う
と
思
っ
た
｡

(
そ
の
後
か
ら
､
保
存
だ
け
が
気
に
な
り

作
業
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
ｻ
ﾑ
)
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池田　陸くん(圭一)

Hll.4.8生まれ

(健一郎･恵美子さんの長男)

☆すきなもの･･･すいか

/‥ ‥､  ..･ご

こび･か
(敬称略･順不同)

【おたんじょう】

出生日出生者　　保護者　地区
さくら

2/in井上.咲　博　　　小川原浦五
~▲　･､

2′19中原　羅俵　大作　　打越

【おしあわせに】

新郎▼新婦　　　　地区

宇野　和利　　　　小川原浦上

池園　乃文　　　　諌早市

【おくやみ】

死亡者

山口　ｻｶ

山口　揮輝

木下　繁治

齢
歳
歳
歳

年
8
L
O
o
o
訳

区

三

角

津

地　cv---|- --

※個人情報保護のため.届出者等の

承諾分について掲載しています｡

･　- ～
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